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３ 論文の構成    
   構成は以下の通りである。約十九万字で、論文の基準を満たしている。なお、執筆者は面接試
問において審査委員から指摘された欠点を短期間のうちに修正した。以下の記述は修正された最終原
稿に基づいている。固有名詞のルビのほとんどは説明の便宜上主査である高遠がつけた。 
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はじめに ——時代の欲求—— 
 凡例 
 第一章 伊賀越物・又右衛門物の展開 
 第二章 「鑓伝授」（やりでんじゅ）から「奉書試合」へ－－失われた熱狂－－ 
 第三章 「沼津」の呉服屋十兵衛－－二代目嵐吉三郎への「信仰」－－ 
 第四章 「岡崎」における政右衛門を中心とした型の考察－－求められるいぶし銀の藝味－－ 
 第五章 幕末期の伊賀越物『鶴亀成荒木宝来（ちよばんぜいあらきのしまだい）』－－共通性と意外
性－－ 
 第六章 大詰「敵討」における「又右衛門スタイル」－－共有された人物像の忘却－－ 
 おわりに 
 付録 『鶴亀成荒木宝来）』五幕目「山田屋」台帳翻刻 
 初出一覧  
 主要参考文献一覧 
 
 
４ 論文の概要 
 執筆者が書いた要旨をもとに整理し直した概要を以下に記す。 
   ・「はじめに——時代の欲求——」 
 「はじめに」において、執筆者は本論文の目的・方法、先行・関連研究、取り扱う資料、本論文の
構成について述べ、「型」と「演出」という用語について定義をしている。 
 目的について執筆者は以下のように書く。「本論文は、「伊賀上野の仇討」を題材にした一連の作品
群「伊賀越物」と、そこから派生した「又右衛門物」を研究対象とする。そして、伊賀越物・又右衛
門物の上演史および作品史から浮かび上がる時代の欲求について分析することを試みつつ、演出の変
遷を含めた作品論として歌舞伎『伊賀越道中双六』について論じることを目的とする」。この目的は概
ね果たされたと言える。 
 またその時代時代の観客が何を求めたかという視点をそこに導入して新たな考え方を提唱している。
そのうえで、全体の導入の意味合いから『伊賀越道中双六』の梗概が示される。 
 
・第一章「伊賀越物・又右衛門物の展開」 
 第一章では、伊賀越物と、近代に入ってから発展した、荒木又右衛門の武勇伝に主眼を据えた「又
右衛門物」の展開について述べられている。 
 伊賀越の仇討は、それ自体、人びとの興味関心を惹きつけるものであった。 
 外様大名と旗本の対立（旗本騒動）、荒木又右衛門の活躍、そして敵討の成就、と三拍子揃っている。 
 享保 20 年（1735）頃に成立した実録体小説・第二次『殺報転輪記（さっぽうてんりんき）』が巷間
に流布すると、吉田一保（よしだいっぽう）の講釈が人気を博し、それを受けて作られた、安永 5 年
（1776）初演の歌舞伎『伊賀越乗掛合羽（いがごえのりかけがっぱ）』が大評判となった。そして、天
明 3年（1783）初演の浄瑠璃『伊賀越道中双六』が生まれる。 
 近代以降、又右衛門物はさまざまな領域で展開することになるが、又右衛門の人気を支えた最大の
ものは、鍵屋の辻における「三十六番斬り」の武勇伝であった。大正期半ばあたりから「スピード感
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のある見世物性」が流行していたこともあり、映画や剣劇において、「三十六番斬り」を主な見せ場と
した作品が盛んに作られた。しかし、こうした時代は、昭和 30 年代前半、西暦でいうと 1950 年代で
終わりを告げる。 
 
・第二章「「鑓伝授」から「奉書試合」へ－－失われた熱狂－－」 
 第二章では、『伊賀越乗掛合羽』において初めて見られた、唐木政右衛門が主君の誉田内記に神陰流
の奥義を伝授する「鑓伝授」と呼ばれる場面の演出の変遷について論じられている。近世の「鑓伝授」
の場面には、畳を用いた立廻りなども取り入れられ、江戸でも上方でも、目先の変化を人びとは好む
ようになっていた。とりわけ幕末期には、その傾向が強まる。近代に入ると、又右衛門物の流行に伴
い、奉書紙を用いた立廻りが取り入れられるようになり、この場面は「奉書試合」と通称されるよう
になる。戦後、この場面が、通し上演の筋を通すための一場面、という扱いになってしまったのは、
名優たちの死去によるところが大きいと考えられる。 
 
・第三章「「沼津」の呉服屋十兵衛－－二代目嵐吉三郎への「信仰」－－」 
 第三章では、執筆者は呉服屋十兵衛の型を整理した後、二代目嵐吉三郎（あらしきちさぶろう）の
十兵衛を中心に論じている。文化文政期（1804〜29）における上方の名優二代目嵐吉三郎は十兵衛を
当たり役としただけでなく、後世まで語り継がれるほどの名演を残していた。吉三郎没後、近世の上
方では、見物の心の中には吉三郎の十兵衛は絶対的なものとして存在としており、役者はその見物の
望んでいるものに少しでも近づこうと努力した。「沼津」の上演史において、吉三郎は重要な役者であ
るといえる。 
 
・第四章「『岡崎』における政右衛門を中心とした型の考察－－求められるいぶし銀の藝味－－」 
 第四章では、「岡崎」における政右衛門の型を中心に論じている。十一代目片岡仁左衛門、初代中村
鴈治郎、初代中村吉右衛門の三人の政右衛門役者の型は、それぞれの役者の持ち味が生かされるよう
なものになっていた。「田舎家の雪の夜の寂しさ」という「岡崎」特有のその情趣を舞台空間に横溢さ
せるためには、政右衛門や幸兵衛だけでなく、お谷、婆、夜廻りを演じる役者にも、枯淡で老巧ない
ぶし銀の藝味が必要とされるのである。江戸時代から現代まで「岡崎」の上演史を通覧した結果、各
時代において政右衛門役者および幸兵衛役者は存在し、決して多くはないが、両者による顔合わせの
再演が実現していることを明らかにしている。そこには観客側の欲求が見て取れる。 
 
・第五章「幕末期の伊賀越物『鶴亀成荒木宝来』－－共通性と意外性－－」 
 第五章では、活字化されておらず、未だ十分に紹介されているとは言いがたい歌舞伎台帳『鶴亀成
荒木宝来』（慶応 3 年〈1867〉、江戸中村座初演）について論じられている（「岡崎」の書き換えである
第五幕「山田屋」については台帳の翻刻が附録としてつけられた）。本台帳には、従来の作品に、「お
かしみ」の趣向、および、舞台面や立廻りや早替わりなどにより、見た目の変化に富んだ趣向が付け
加えられていた。また、先行作とは違った設定にずらすことで共通性と意外性を楽しめる展開にもな
っていた。 
 
・第六章「大詰「敵討」における「又右衛門スタイル」－－共有された人物像の忘却－－」 
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 第六章では、現在、大詰「敵討」において見られる、鉢巻の間に数本の手裏剣を差し込み、二刀を
使うという唐木政右衛門（荒木又右衛門にあたる）の出立ち－－「又右衛門スタイル」－－について、
又右衛門像の変遷を辿りつつ、考察している。「又右衛門スタイル」は、大正期の末ごろ、映画におい
て繰り返し描かれることによって荒木又右衛門を象徴するものとして定着していたと考えられる。し
かし、全国各地で上映されるという点で大きな影響力のある映画は、昭和 30年代後半以降、西暦でい
うと 1960年代以降作られなくなる。時代は、講談的な荒唐無稽さがもたらす快楽とは違う何かを求め
ていた。こうして、荒木又右衛門を象徴していた「又右衛門スタイル」は人びとから忘却されること
となったと考えられる。 
 
・おわりに 
 「おわりに」では、各章の論考から得られた結果が総括的に述べられている。 
 伊賀越物、そして又右衛門物は、それぞれの時代の観客の願望を喚起しただけでなく、時代ととも
に移り変わる観客の願望をも満たすことができたために、大きく発展することができたのだと考えら
れる。 
 今後の課題について。 
以下に、執筆者の言葉をそのまま引く。 
 「昭和 30 年代後半、西暦でいうと 1960 年代を境とする講談・浪曲ダネの物語の忘却はなぜ起こっ
たのか。荒木又右衛門だけでなく、そのほかの事例についても触れつつ、多面的な角度から論じてみ
たい」。 
 
・付録「『鶴亀成荒木宝来』五幕目「山田屋」台帳翻刻」 
 付録では、従来活字化されていなかった、「岡崎」の書替えである「山田屋」が翻刻紹介されている。 
 
・初出一覧 
 本論文に掲載した論文の初出が示される。 
 
・主要参考文献一覧 
 本論文に関する主な文献資料ならびに先行研究を整理して、文献一覧が作られている。 
                       
５ 論文の特質 
 複数の審査委員から指摘があったことであるが、本論文の視野の広さは、文学研究科ではなく、学
際的研究を目途とする教養デザイン研究科の論文として相応しいと言える。準備論文の審査段階で審
査委員から提示された疑問や不備を解消すべく、執筆者が相当の努力を重ねたことが顕著に認められ
る。 
 ただ、審査委員の間でもある特定の論点に関して意見の違いが見られたこともあり、執筆者として
はどの方向へ舵を切るべきか悩んだところがないわけではない。章ごとに力の入れ具合の差が若干見
られたのはやむを得ないところと言える。 
 とはいえ、『伊賀越道中双六』という作品を生み出した作品群とそこから派生した作品群を論じるだ
けでなく、それらを享受する観客の視点から上演台本や演出の違い、役者の「型」まで視野を広げた
5 
 
点は新鮮であり、今後の研究に寄与するところ大である。第三章は殊に読み応えがあった。さらに、
活字化されないまま埋もれていた『鶴亀成荒木宝来』の重要な部分を翻刻したことは本論文の資料的
価値を高めたと思われる。 
 そもそも『伊賀越道中双六』は近松半二の絶筆で、近松加助との共作として、浄瑠璃義太夫節きっ
ての名作の一つに数えられているが、半年後には歌舞伎になったほど人気を博した。しかし、浄瑠璃
義太夫の『伊賀越道中双六』も、歌舞伎の『伊賀越乗掛合羽』に想を得ていることからすれば、当時
の時代状況として、浄瑠璃義太夫狂言と歌舞伎狂言相互の影響関係は大きいものだったと言わざるを
得ない。そこに着目した点にも本論文の特質がある。 
 さらに「又右衛門スタイル」を抽出し、それがもてはやされた時代と次第に忘れられていった経緯
に関する考察は、とくに、講談、映画、文学、漫画など、歌舞伎や浄瑠璃以外の分野まで含む広い範
囲について行われただけに、他にあまり例のない独自のものとなった。ただし、「又右衞門物」の衰頽
に関しては本人も言うように、今後の研究に期待したいところである。 
 
６ 論文の評価 
  審査は、本論文が教養デザイン研究科の博士論文として水準に達しているかを念頭に置きながら
進められた。上記のごとく、学際的な面を併せもち、広範な視野を獲得していると言えるというのが
審査委員一同の一致した見解であった。論理性、実証性、独自性という点でも、教養デザイン研究科
の博士論文として相応しいという意見が大半であった。副査の先生方からはご専門の立場から、執筆
者が今後進むべき道筋に関する示唆があまたあった。どの先生も執筆者の努力と能力を評価してくだ
さったが、期待ゆえの厳しいご意見もあった。それはたとえば歌舞伎と浄瑠璃のどちらに主軸を置い
て研究を進めるべきかという示唆に富むご意見であり、具体的な用語の適否に関するご指摘でもあっ
た。 
 執筆者は商学部出身ながら、修士論文で小津安二郎を採り上げ、博士後期課程入学当初は昨年他界
した七世竹本住太夫（以前は「住大夫」と表記）論を書く心算でおり、その発表もしたが、生身の藝
術家を対象にする場合、一回だけの生の公演について論じる困難さを悟り、住太夫が得意とした『伊
賀越道中双六』から発して、同作の歌舞伎台帳の比較研究に転じた。その後は副査となられた先生方
から多くを学びながら、活字以前の変体仮名や崩し字を読み解く訓練も重ね、それを今回の翻刻にも
生かした。資料の博捜も評価に値する。 
 昨年度は博士論文事前審査の段階で未熟を指摘され、提出を一年延期することを余儀なくされたが、
その間、さらに研鑽を積み、今回の論文となった。 
 審査委員一同、面接試問を経て、本論文を合格とすることで全員が一致をみた。 
 
７ 論文の判定 
本学位請求論文は，教養デザイン研究科において必要な研究指導を受けたうえ提出されたも
のであり，本学学位規程の手続きに従い，審査委員全員による所定の審査及び最終試験に合格
したので，博士（学術）の学位を授与するに値するものと判定する。 
以 上 
